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慈

雲

の
正

法

運

動

沈

仁

慈

I
、
初
め
に

梵
学
研
究
を
始
め
と
し
て
、
戒
律
復
興
運
動
や
十
善
戒
に
よ
る
民
衆

教
化
、
ま
た
雲
伝
神
道

の
創
始
な
ど
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
を

行

っ
た
慈
雲
は
、
近
世
仏
教
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
の

一
人

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
業
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慈
雲
に
関
す
る
従

来

の
研
究

は
非
常
に
乏
し
く
、
し
か
も
、
正
法
律
運
動
や
十
善
戒
に
関

す
る
も
の
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
慈
雲
は
仏
教

の
み
な
ら
ず
神
道
に

も
通
達
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
そ
の
基
盤
を
為
し

て
い
た
の
は

「正
法
思
想
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

「正
法
思
想
」
と
い
う

の
は
、
仏
陀
自
身
の
行
じ
た
法
こ
そ
仏
教

の
本
旨
と
考
え
る
思
想
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
立

つ
時
、
慈
雲

の
行

っ
た
正
法
律
運
動
や
人

道
と
し
て
の
十
善
戒

の
提
唱
、
ま
た
神
仏

一
致
説
に
基
づ
い
た
雲
伝
神

道
ま
で
も
、
「正
法
思
想
」
の
実
践
と
い
え
よ
う
。

本
論
文
は
、
慈
雲
の
思
想
基
盤

で
あ
る

「正
法
思
想
」
に
焦
点
を
当

て
て
、
彼

の

「正
法
」
観
と
そ
の
具
体
的
実
践
形
態
と
を
考
察
し
、
近

世
仏
教
史
に
於

い
て
慈
雲
の

「正
法
運
動
」
の
も
っ
た
意
義
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

11
、
慈
雲

の
正
法
観

慈
雲
は

『修
行
道
地
経
和
訳
』
の
中
で

「如
來
の
正
法
滅
尽
せ
ん
と

欲
し
、
衆
生
の
慧
目
な
き
を
見
る
に
、
粉
骨
砕
身
す
と
も
自
ら
や
む
こ

と
あ
た
わ
ず
」
(『全
集
』
十
六
、
四
五
八
―
四
五
九
)
と
述

べ
、
正
法
維

持

の
悲
壮
な
決
意
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
慈
雲

の
言
う

「正
法
」
と

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

慈
雲
は
、
当
時

の
仏
教
界
に
つ
い
て
、
「異
執
紛
輪
と
し
て
互
に
是

非
し
、
悉
く
文
字
章
句
に
泥
む
て
実
修
実
行

の
道
廃
す
。
沙
門
は
唯
剃

髪
染
衣
、
無
戒
破
戒
に
し
て
、
道
を
街
ひ
法
を
売
て
、
唯
好
飲
食
好
衣

服
を
好
み
、
多
財
を
以
て
有
徳
と
し
弁
口
を
以
て
多
聞
と
す
。
闘
国
唯

無
漸
無
慌
に
し
て
浄
持
戒

の
人
な
く
得
通
の
者

な
し
。」

(同
上
、
四
五

七
)
と
、
「相
似

の
法
」
の
世
界
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
こ
の

「相

似

の
法
」
と
は
、
仏

(在
)
世
及
び
賢
聖
在
世

の
法
で
な
い
も
の
の
こ
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六

と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ぼ
、
慈
雲
に
と
っ
て
正
法
と
は
、
仏

(在
)
世

及
び
賢
聖
在
世
の
法
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
法
と
は

「唯
夕
仏

の
行
は
せ
ら
れ
た
通
り
に
行
ひ
、
仏
の
思
惟
あ
ら
せ
ら
れ
た
通
り
に
思

惟
す
る
」

(『全
集
』
十
四
、
三
三

一
)
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
慈
雲
の
正
法
観
は
、
弟
子
諦
濡
が
撰
し
た

『正
法
律
復

興
大
和
上
光
尊
者
伝
』

の
中
に
も
っ
と
も
よ
く
顕
れ
て
い
る
。

「毎

二

学
徒
ヲ
誠

テ
日
ク
、
大
丈
夫
児
出
家
入
道
ス
。
須
ク
仏
知
見
ヲ
具
シ
、

仏
戒
ヲ
持

チ
、
仏
服
ヲ
服
シ
、
仏
行
ヲ
行
シ
、
仏
位

二
踏

ル
ヘ
シ
。
切

二
末
世
人
師
ノ
行
フ
所

二
傲
フ
コ
ト
莫

レ
。
須
ク
淳
粋
ノ
醍
醐
ヲ
飲
ム

ヘ
シ
。
雑
水
ノ
腐
乳
ヲ
歓
ル
コ
ト
莫
レ
。
此
レ
尊
者
終
身
履
践
ス
ル
所

(ナ
リ
)。
故

二
亦
是
ヲ
用
テ
以
テ
人

二
誇

ユ
也
」
(『全
集
』
首
巻
、
四
五
)

す
な
わ
ち
、
仏

の
保

っ
た
知
見
を
保
持
し
、
仏

の
護
持
し
た
戒
律
を

守
り
、
仏

の
着
用
し
た
袈
裟
を
服
し
、
仏
の
修
め
た
行
を
行
う
こ
と
こ

そ
が
慈
雲

の
正
法
の
本
意
を
な
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

皿
、

正
法

の
実

践

前
項
の
よ
う
な

「正
法
」
を
回
復
す
る
た
め
、
慈
雲
が
行

っ
た
実
践

を
見
る
と
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
以
下
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
仏
知
見
を
実
践
す
る
た
め
に
は
超
宗
派
運
動
と
梵
学
研
究
を
、

仏
戒
を
実

践
す
る
た
め
に
は
正
法
律
運
動
を
、
ま
た
仏
服
を
実
践
す
る

た
め
に
は
袈
裟

の
裁
制
を
、
仏
行
を
実
践
す
る
た
め
に
は
修
輝
に
勤
め

た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
運
動
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
て
み

よ
う
。

(1
)
仏
知
見
の
実
践

慈
雲
は
、
各
宗
宗
学
の
振
興
に
よ
っ
て
根
強

い
宗
門
為
主
の
動
向
を

見
せ
て
い
た
当
時
の
仏
教
界
に
対
し
て
、
当
時

の
宗
は
い
ず
れ
も
末
世

に
で
き
た

「相
似
の
法
」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う

で
あ
る
が
、
世
俗

の
名
聞
利
養
を
求
め
ず
、

一
心
に
各
宗
の
本
旨
を
修

め
る
修
行

の
場
に
お
い
て
は
、
諸
宗
は
悉
く
正
法

で
あ
る
と
主
張
し
、

超
宗
派
的
立
場
を
と
っ
た
。

ま
た
、
翻
訳
さ
れ
た
経
の
み
に
よ
っ
て
は
仏
意
を
取
り
損
な
う
と
見

て
、
梵
文

の
経
典
を
用
い
る
こ
と
を
勧
め
、
さ
ら
に
仏
意
の
本
旨
を
究

明
し
、
そ
れ
を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
『梵
学
津
梁
』
と
い
う
ほ
ぼ

一
千
巻
に
の
ぼ
る
膨
大
か

つ
組
織
的
な
梵
語
研
究
書
を
完
成
し
た
。

(2
)
仏
戒

の
実
践

慈
雲
は
、
「清
浄
の
比
丘
説
戒

の
法
壊
せ
ざ
る
間
は
正
法
住
す
」
(『全

集
』
十
四
、
三
六
五
)
と
い
う
世
尊

の
言
葉
を
引
き
、
正
法
は
戒
律
を
護

持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
で
き
る
と
見
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

「律

蔵
戒
学
は
唯
世
尊
の
自
説
の
み
に
し
て
、
文
殊
弥
勒
も

一
字
を
賛
く
る

こ
と
能
は
ず
。
迦
葉
舎
利
弗
も
唯
砥
奉

(ジ
ブ
)
を
知
る
と
云
こ
と
じ

や
。
」
(同
上
、
三
六
二
)
と
の
べ
、
宗
派
別
に
異
な
る
戒
律
を
持
し
て
い

た
当
時
の
諸
宗
に
対
し
て
、
専
ら
仏
の
親
説

で
あ
る
律
蔵
戒
学
を
尊
重

す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
正
法
律
を
唱
え
た
。
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三

一
七

(3
)
仏
服
の
実
践

慈
雲
は
、
袈
裟

(剃
髪
を
含
め
)
は

「諸
仏
之
通
儀
、
入
道
之
初
要
、

末
世
之
真
依
、
正
法
之
柱
礎
」
(『全
集
』

一
、
八
〇
)
で
あ
る
と
見
て
い

た
。
し
か
し
、
当
時
、
袈
裟
は
色
や
繍
綺
、
裁
縫
等
に
お
い
て
悉
く
如

法
と
は
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
慈
雲
は

『方
服
図
儀
』
等

の
著
作
を
著

し
、
袈
裟

の
正
儀
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
法
に
叶

っ
た
千
衣
の

袈
裟
を
裁
制
し
、
そ
れ
ら
を
普
及
し
た
。

(4
)
仏
行

の
実
践

慈
雲
に
お
い
て
、
生
死
解
脱
の
通
軌
で
あ
り
、

「
三
切

ノ
声
聞

一
切

ノ
縁
覚
、

一
切
ノ
菩
薩

一
切
諸
仏
ノ
成
道
転
法
輪
入
涅
槃
、
及
ヒ
所
有

ノ
種
々
ノ
功
徳
悉
ク
此
ノ
中

二
在
リ
」
(『全
集
』
十
五
、
七
)
と
さ
れ
た

禅
を
修
め
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
仏
行
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

慈
雲
は
、
禅
浄
は
沙
門
の
通
式
で
あ
り
、
み
な
が
修
め
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
が
、
当
時

の
仏
教
界
で
は
真
言
宗
と
禅
宗
を
除

い
て
、
他

の
諸

宗
に
は
坐
禅
の
規
則
も
な

い
と
批
判
し
て
い
る
。
慈
雲

は
生
涯
に
わ

た
っ
て
禅
定
を
修
め
る

三
方
、禅
関
係
の
書
物
に
対
す
る
和
訳
や
注
釈
、

講
義
等
を
行
な
い
禅

の
普
及
に
勤
め
た
。

W
、

ま
と

め

以
上
、
慈
雲
に
お
け
る
正
法
の
定
義
と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
論
じ
て

き
た
。
近
世
仏
教

の
全
般
的
傾
向
と
比
較
す
る
な
ら
、
慈
雲

の
正
法
運

動
の
も

つ
意
義
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

(
a
)
慈
雲
の
超
宗
派
的
立
場
は
、
各
宗
で
重
ん
ず
る
経
典
や
宗
祖

の
言
葉
は
す
べ
て
眞
理
と
し
て
受
け
取
ら
れ
、
そ
こ
に
批
判
的
な
観
点

の
入
る
余
地
が
な
か
っ
た
閉
鎖
的
仏
教
に
対
し
て
普
遍
的
仏
教
を
提
唱

す
る
も
の
で
あ
る
。

(b
)
慈
雲
の
実
践
重
視

の
態
度
は
、
宗
学

の
研
鐙
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
中
で
、
実
行
よ
り
学
問
為
主
の
動
向
を
示
し
て
い
た
教
学
的
仏
教

に
対
し
て
実
践
仏
教
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
c
)
仏
陀
の
修
行
を
手
本
と
す
る
慈
雲
の
修
行
観
は
、
宗
学

の
振

興
に
よ
っ
て
自
宗
の
開
祖
を
重
ん
じ
る
傾
向
の
強
か
っ
た
宗
祖
為
主
の

仏
教
に
対
し
て
根
本
仏
教

へ
の
回
帰
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
幕
藩
体
制
の
下

で
政
治
的
に
規
制
を
受
け
、
形
式
化
と

変
質
化
が
進
み
、
仏
教

の
あ
り
方
と
は
ほ
ど
遠

い
あ
り
さ
ま
を
見
せ
て

い
た
近
世
の
仏
教
界
に
対
し
、
慈
雲

の

「正
法
運
動
」
は
仏
教

の
本
来

の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
仏
教
復
興
運
動
な
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

慈
雲
尊
者
全
集
、
正
法
、
仏
世
及
び
賢
聖
在
世
の
法

(東
京
大
学
大
学
院
)
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